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はじめに

このドキュメントは、Oracle GoldenGate Monitorサーバーの使用方法に関する背景情報を提供します。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートを購入したOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle GoldenGate Monitorドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle GoldenGate Monitorの管理


	
Oracle GoldenGate Monitorサーバーのインストールおよび構成


	
Oracle GoldenGate Monitor Server 12.2.1へのアップグレード


	
Oracle GoldenGate Monitor Agentのインストールおよび構成


	
Oracle GoldenGate Monitorリリース・ノート








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	monospace	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle GoldenGate Monitorへようこそ


Oracle GoldenGate Monitorは、Oracle GoldenGateレプリケーション・ソリューションのWebベースのリアルタイム・モニタリング・コンソールです。Oracle GoldenGate Monitorは、エンタープライズ内のすべてのOracle GoldenGateインスタンスとこれに関連付けられているデータベースの一目でわかるグラフィカルなビューを提供します。統計、ターゲットを設定したビューおよびアラートを即座に表示でき、Oracle GoldenGate構成のすべてのオブジェクトのパフォーマンスをモニターしたり、ラグや異常終了したプロセスなどの問題が発生した際にただちに検出できます。Oracle GoldenGate Monitorは、コンソール・ワークスペースおよび電子メール、SNMPおよびCLIクライアントにアラート・メッセージを送信できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
1.1項「Oracle GoldenGate Monitorのその他のドキュメント」


	
1.2項「Oracle GoldenGate Monitorについて」






1.1 Oracle GoldenGate Monitorのその他のドキュメント

Oracle GoldenGate Monitorコンポーネントのインストール、構成および実行方法について学習するには、Oracle GoldenGate Monitor管理者ガイドを参照してください。

Oracle GoldenGateレプリケーション・ソリューションについて学習するには、次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle GoldenGate Monitorの管理(Windows/UNIXバージョンおよびHP NonStopバージョン)


	
Oracle GoldenGateインストールおよび設定ガイド(サポートされている各データベース別)


	
Oracle GoldenGateリファレンスfor Windows and UNIX (Windows/UNIXバージョンおよびHP NonStopバージョン)




Oracle GoldenGate Monitorを使用する前にOracle GoldenGateに習熟している必要があります。Oracle GoldenGateのドキュメントは、次の場所にあるOracle Technology Networkドキュメント・ポータルからダウンロードできます。

http://docs.oracle.com/goldengate/m1221/gg-monitor/index.html






1.2 Oracle GoldenGate Monitorについて

Oracle GoldenGate Monitorはリモート・クライアントからのOracle GoldenGateインスタンスのモニタリングを可能にする複数層クライアント/サーバー・アプリケーションです。次のコンポーネントで構成されます。

	
Oracle GoldenGate Monitorエージェント


	
Oracle GoldenGate Manager


	
Oracle GoldenGate Monitorサーバー


	
Oracle GoldenGate Monitor Webクライアント





1.2.1 Oracle GoldenGate Monitorのアーキテクチャ

次のダイアグラムにOracle GoldenGate Monitorのアーキテクチャを示します。

[image: mon_architecture_mon.pngの説明が続きます。]







1.2.2 Oracle GoldenGate Manager

Managerプロセスは、Oracle GoldenGateインスタンスの管理プロセスです。インスタンス内の他のすべてのOracle GoldenGateプロセスを制御します。その役割の1つにクリティカルなモニタリング・イベントに関する情報の生成があり、この情報はエージェントに渡されます。






1.2.3 Oracle GoldenGate Monitor Webクライアント

使用しているOracle GoldenGate Monitorクライアントはイントラネットまたはインターネットを介してOracle GoldenGate Monitorサーバーに接続し、Oracle GoldenGate情報の受信、カスタマイズされたビューのロード、ユーザーの管理およびアラートの受信と管理を行います。

[image: 周囲のテキストでweb-client.gifを説明しています。]





1.2.4 Oracle GoldenGate Monitorサーバー

Oracle GoldenGate Monitorサーバーは、エンタープライズ内の任意の場所にデプロイされ、エージェントから送信されるデータを取得して処理する管理ソフトウェアです。履歴データ、ビューおよび他の記録された情報は、サーバー・コンポーネントに関連付けられたデータベースに格納されます。






1.2.5 Oracle GoldenGate Monitorエージェント

JavaベースのOracle GoldenGate Monitorエージェントは、関連付けられたManagerの制御下でプロセスのパフォーマンス・プロファイルのモニター、Oracle GoldenGateモニタリング・ポイントとメッセージのOracle GoldenGate Monitorサーバーへの送信、イベントのトリガーおよびサブスクライブされているコンシューマ(SNMPプログラムなど)への通知の送信を行います。














2 Oracle GoldenGate Monitorのインタフェースの概要


この章では、Oracle GoldenGate Monitorのコンポーネントとコンポーネント間の関係について説明します。

内容は次のとおりです。

	
2.1項「ユーティリティ・バー」


	
2.2項「ステータス・バー」


	
2.3項「ナビゲーション・ツリー」


	
2.4項「ダイアグラム・ビュー」


	
2.5項「概要パネル」


	
2.6項「メトリック・パネル」


	
2.7項「アラート・パネル」


	
2.8項「タブ」


	
2.9項「アラートの説明」


	
2.10項「オブジェクトについて」


	
2.11項「ダイアグラム・ビューについて」


	
2.12項「メトリックについて」


	
2.13項「ステータス・インジケータについて」






2.1 ユーティリティ・バー

ユーティリティ・バーにはOracleロゴが含まれ、右側には次の機能へのリンクが含まれます。

	
Purge Data: (管理者、パワー・オペレータおよびスーパー管理者ユーザーにのみ表示される)古い情報をパージできます。詳細は、「履歴データのパージ」を参照してください。


	
User Profile: 現在の(ログオンしている)ユーザーが自分のログイン情報およびアラート・サービスの変更を行えます。「自分のユーザー・プロファイルの管理」を参照してください。


	
About: 稼働しているOracle GoldenGate Monitor実装のリリースとバージョンの情報を提供します。


	
Help: 状況依存ヘルプ・トピックを起動します。


	
Logout: 現在のユーザーはインタフェースからログアウトし、ログイン・プロンプトが表示されます。









2.2 ステータス・バー

ステータス・バーはユーティリティ・バーのすぐ下にあります。ログインしているユーザーの名前が表示され、右側にはデータの最終更新日時などのシステム全体のステータス情報が表示されます。アクティブにしているタブに関係なく、ステータス・バーでステータスの変更やアラートをいつでも確認できます。

「ステータス・インジケータについて」を参照してください。






2.3 ナビゲーション・ツリー

インタフェースの一部のタブでは、ウィンドウの左側にナビゲーション・ツリーが含まれます。ツリーには一連のノードが階層状に表示され、展開してOracle GoldenGateインスタンスとそのコンポーネント、ソリューションと呼ばれるトポロジ・ビューおよびカスタマイズされたビューを表示できます。

「オブジェクトについて」を参照してください。






2.4 ダイアグラム・ビュー

インタフェースの一部のタブにはダイアグラム・ビューが含まれ、ナビゲーション・ツリーに表示されているのと同じオブジェクトがオブジェクト間の論理的関係とともに表示されます。

「ダイアグラム・ビューについて」を参照してください。






2.5 概要パネル

概要ビューはダイアグラム・ビューと対話し、トポロジの特定の領域へのフォーカスに役立ちます。






2.6 メトリック・パネル

メトリック・パネルには、ナビゲーション・ツリーまたはダイアグラム・ビューで選択されているOracle GoldenGateオブジェクトに関連する属性の名前と値が表示されます。「メトリックについて」を参照してください。




	
注意:

主なサマリー属性はダイアグラム・ビューにも表示され、状態を即座に評価できます。







メトリック・パネルは状況依存です。たとえば、取得オブジェクトが選択されている場合、チェックポイント情報、実行ステータス、グループの名前、ラグ、および取得グループに関連するその他の属性が表示されます。メトリック・パネルと対話するには、次のようにします。

	
ヘッダー領域をダブルクリックするか、組み込まれている矢印をクリックしてパネルを展開したり縮小します。


	
「Name」列でメトリックをアルファベット順にソートします。


	
チャート・アイコン([image: チャート・アイコン]、メトリックに有効な場合にのみ表示される)をクリックしてそのメトリックとオブジェクトの「History」タブに移動します。「履歴情報の操作」を参照してください。









2.7 アラート・パネル

アラート・パネルには、選択したオブジェクトのアクティブなアラートがすべて表示されます。「アラートについて」を参照してください。






2.8 タブ

一連のタブは、モニタリング・タブと管理タブというインタフェースの2つの主な機能領域に分類されます。これらのタブには、このトピックで説明されているインタフェース・コンポーネントの一部またはすべてが含まれます。



2.8.1 モニタリング・タブ

モニタリング・タブは、Oracle GoldenGateインスタンスのモニタリングのための主要な領域です。これらのタブは、セキュリティ・ロールに関係なくどのユーザーも表示できます。

「モニタリング・ワークスペースの概要」を参照してください。






2.8.2 管理タブ

管理タブは次の機能を実行する構成タブです。

	
ユーザー情報の編集。「ユーザーの管理」を参照してください。


	
アラートの定義。「アラートについて」を参照してください。


	
ビューの操作。「ビューについて」を参照してください。




これらの機能には、パワー・オペレータ以上のセキュリティ・ロール(タブによって異なる)が必要です。これらのタブは、適切なセキュリティ・ロールを持たないユーザーには表示されません。

「ユーザー・セキュリティ・ロールの理解」を参照してください








2.9 アラートの説明

黄色または赤色のアラート・アイコンは、アラートがトリガーされたことを示します。色は、アラート定義で指定された条件の重大度を示します。「アラート定義の構成」を参照してください。


	[image: アラート-警告アイコン]
	

警告
	[image: アラート-エラー・アイコン]
	

エラー






「アラートについて」を参照してください






2.10 オブジェクトについて

このトピックでは、Oracle GoldenGate Monitorのモニタリング・タブのナビゲーション・ツリーおよびダイアグラム・ビューに表示されるオブジェクトについて説明します。ここで説明するオブジェクトは、次の2つのグループに分類されます。

	
コンテナ・オブジェクト


	
Oracle GoldenGateオブジェクト


	
ステータスの変更


	
これらのノードのコンテキスト・メニュー・アクション





関連項目

「ステータス・インジケータについて」

「ビューについて」



2.10.1 コンテナ・オブジェクト


	[image: ルート・ツリー・ノード・アイコン]
	システム	これは、ルート・ツリー・ノードです。このインストールのOracle GoldenGate Monitorサーバー・コンポーネントの名前が表示されます。
システムには次のノードが含まれます。









	[image: ホスト・ノード・アイコン]
	ホスト	これは、1つ以上のホスト・サブノードのルート・ノードです。このノードのカウンタはホスト・サブノードの数を示します。ホスト・ノードは、稼働しているホストに従ってOracle GoldenGateコンポーネントを編成します。各ホスト・ノードはOracle GoldenGateエンタープライズ内の1つのホスト(サーバー)を表し、そのホストの名前を持ちます。各ホスト・ノードには、そのホストのOracle GoldenGate構成の一部であるオブジェクトを表す1つ以上のサブノードが含まれます。
	[image: ソリューション・ノード・アイコン]
	ソリューション	これは、1つ以上のOracle GoldenGateソリューション・サブノードのルート・ノードです。このノードのカウンタはソリューション・サブノードの数を示します。各ソリューションは、完全なOracle GoldenGateソース/ターゲット間トポロジを表し、ソースとターゲットのデータベースを含む、そのトポロジ内のすべてのOracle GoldenGateコンポーネントを表示します。ソリューションのコンポーネントが削除されると、そのソリューションはナビゲーション・ツリーで非表示になります。
	[image: ビュー・アイコン]
	ビュー	これは、1つ以上のビュー・ノードのルート・ノードです。このノードのカウンタはビュー・サブノードの数を示します。ビューは、1つの単位としてモニターするOracle GoldenGateオブジェクト(データベースを含む)で構成されるカスタマイズされたコンテナです。










2.10.2 Oracle GoldenGateオブジェクト

ナビゲーション・ツリーのホスト、ソリューションまたはビュー・ノード内またはダイアグラム・ビュー内で次のOracle GoldenGateコンポーネントがモニターされます。Oracle GoldenGateオブジェクトは、Oracle GoldenGate Monitorの起動時および構成の変更時に自動的に検出されます。例外はオブジェクトが削除された場合です。この場合は、Oracle GoldenGateインスタンスのManagerプロセスが再起動されるまで、オブジェクトがクライアント表示に表示され続けます。


	[image: ホスト・ノード・アイコン]
	ホスト	このノードは、Oracle GoldenGateコンポーネントが存在する物理マシンを表します。
	[image: インスタンス・ノードのグラフィック]
	インスタンス	このノードは、Oracle GoldenGateインスタンスを表します。各インスタンスには、Oracle GoldenGatプロセスとこれに関連付けられている証跡およびファイルが含まれます。各インスタンスは、Managerプロセスが実行されているホスト名とポート番号で識別されます。
	[image: 取得ノード・アイコン]
	取得	このノードは、1つのOracle GoldenGate Extractグループを表します。Oracle GoldenGateインスタンスには、基礎をなすOracle GoldenGate構成に応じて1つ以上の取得ノードが存在します。
	[image: 配信ノード・アイコン]
	配信	このノードは、1つのOracle GoldenGate Replicatグループを表します。Oracle GoldenGateインスタンスには、基礎をなすOracle GoldenGate構成に応じて1つ以上の配信ノードが存在します。
	[image: データベース・ノード・アイコン]
	データベース	このノードは、Oracle GoldenGate構成内のソースまたはターゲットのデータベースを表します。
	[image: 証跡ノード・アイコン]
	証跡	このノードは、1つのOracle GoldenGate証跡またはファイルを表します。










2.10.3 ステータスの変更

ツリーのオブジェクト上のステータスまたはアラート(あるいはその両方の)インジケータは、注意の必要な条件があることを示します。ステータスの変更は、次のアイコンのいずれかで示されます。

[image: Manager警告アイコン]

[image: Managerアラート・アイコン]

「ステータス・インジケータについて」を参照してください。






2.10.4 これらのノードのコンテキスト・メニュー・アクション

ノードを右クリックしてコンテキスト・メニューを表示し、次のアクションを実行できます。

	
オブジェクトがソリューションの一部の場合、「Show Solution」コマンドを使用してそのソリューションをダイアグラムに表示できます(ナビゲーション・ツリーのみ)。


	
ノードにサブノードが含まれる場合、「Expand」および「Collapse」コマンドを使用してサブノードを表示したり、非表示にできます。


	
オブジェクト名が変更可能な場合、「Rename」コマンドを使用できます。このコマンドでOracle GoldenGate Monitor内のオブジェクトの名前は変更されます(全ユーザー対象)が、Oracle GoldenGate構成で基礎をなすコンポーネントの名前は変更されません。数字、大文字、小文字、ダッシュおよびアンダースコアを含む、最大30文字を使用できます。











2.11 ダイアグラム・ビューについて

ダイアグラム・ビューには、Oracle GoldenGateオブジェクト間の関係が正しく図式化されてオブジェクトが表示されます。たとえば、ホスト・ノードはそのシステムのすべてのOracle GoldenGateコンポーネントとともに表示されますが、インスタンス・ノードはそのOracle GoldenGateインスタンスのコンポーネントとのみ表示されます。

ダイアグラム内のオブジェクトの下にはサマリー属性が表示され、ラグやプロセス・ステータスなどの重要なモニタリング情報の状態を即座に確認できます。

ダイアグラム・ビューに使用される領域のサイズを変更できます。

	
ダイアグラム・ビュー・パネルのサイドの拡大または縮小矢印をクリックしてサイド・パネル(表示しているタブに応じてナビゲーション・ツリー、概要、属性およびアラート)を拡大または縮小します。


	
ダイアグラム・ビュー・パネルの枠線をクリックしてドラッグし、サイド・パネルを縮小せずに拡大または縮小します。





ダイアグラム・ツールバー

ダイアグラム・ツールでは、ダイアグラム・ビュー内のOracle GoldenGateオブジェクトの表示と対話したり、カスタマイズできます。


	[image: 選択ツール]
	選択	メトリック・パネルにメトリック情報を表示する対象のオブジェクトを選択します。
	[image: ズーム-選択ツール]
	ズーム選択	クリックアンドドラッグで選択し、ダイアグラムの特定の領域内のオブジェクトを拡大したり、フォーカスできます。
	[image: パン・ツール]
	パン	ダイアグラム内の大きなトポロジをクリックアンドドラッグで移動し、別の領域を表示できます。
	[image: ツールチップの表示/非表示ツール]
	ツールチップの表示/非表示	ダイアグラムでオブジェクトのツールチップを有効にしたり、無効にします。ツールチップが有効な場合、オブジェクトの上にポインタを置くと、そのオブジェクトのサマリー情報を表示するメトリック・パネルが表示されます。ツールチップには、ダイアグラム自体に表示されているものと同じサマリー情報が表示されますが、それらの属性がスケールのためにダイアグラムで判読できない場合に有用です。
	[image: ズームイン・ツール]
	ズームイン	ダイアグラム全体を拡大します。
	[image: ズームアウト・ツール]
	ズームアウト	ダイアグラム全体を縮小します。
	[image: すべて表示ツール]
	すべて表示	すべてのオブジェクトが表示領域内に含まれるようダイアグラムをリセットします。
	[image: 左から右へのレイアウト・ツール]
	左から右へのレイアウト	オブジェクトをルート・オブジェクト(ナビゲーション・ツリーで選択されているノード)から論理順に左から右に配置します。
	[image: 上から下へのレイアウト・ツール]
	上から下へのレイアウト	オブジェクトをルート・オブジェクト(ナビゲーション・ツリーで選択されているノード)から論理順に上から下に配置します。
	[image: スター・レイアウト・ツール]
	スター・レイアウト	オブジェクトをルート・オブジェクト(ナビゲーション・ツリーで選択されているノード)から論理順に中心から配置します。
	[image: 右矢印でインスタンスの起動]
	起動	モニターするOracle GoldenGateインスタンスを起動します。このコントロールは、ExtractまたはReplicatインスタンスが選択されている場合にのみ表示されます。
	[image: 四角いブロックでインスタンスの停止]
	停止	モニターしているOracle GoldenGateインスタンスを停止します。このコントロールは、ExtractまたはReplicatインスタンスが選択されている場合にのみ表示されます。
	[image: 強制終了アイコン: 大きいX]
	強制終了	モニターしているOracle GoldenGateインスタンスを停止します。このコントロールは、ExtractまたはReplicatインスタンスが選択されている場合にのみ表示されます。






「モニタリング・ワークスペースの概要」を参照してください。






2.12 メトリックについて

各Oracle GoldenGateコンポーネントは、特定のメトリック(属性)のセットに関連付けられています。ナビゲーション・ツリーまたはダイアグラム・ビューでコンポーネントを選択すると、そのオブジェクトの属性の現在の状態がメトリック・パネルに表示され、サマリー属性がダイアグラムにオブジェクトとともに表示されます。各種属性を総合すると、選択したコンポーネントの全般的な状態が正確に把握できます。

Oracle GoldenGate Monitorによって測定されるすべての属性は、付録A「属性」にリストされ、説明されています。

「モニタリング・ワークスペースの概要」を参照してください。






2.13 ステータス・インジケータについて

ステータス・インジケータは、ステータス・バーに表示され、ナビゲーション・ツリーおよびダイアグラム・ビューではOracle GoldenGateオブジェクトの横に表示されます。ステータス・バーでは、現在アクティブなタブに関係なく表示されます。ステータス・バーに表示されている場合、インジケータは、システムに注意が必要なことを示します。

インジケータまたはアラートが表示されている場合、ナビゲーション・ツリーで同じインジケータが表示されているノードを確認し、影響を受けているオブジェクトが見つかるまでドリルダウンを続けます。


	[image: Manager警告アイコン]
	[image: Managerアラート・アイコン]
	[image: エラー状態のデータベース・アイコン]
	[image: 警告ステータスのソリューション・アイコン]







影響を受けているオブジェクトは、次の例のように表示されます。


2.13.1 ステータスの説明

使用されるステータス・インジケータは次のとおりです。


	[image: 実行アイコン]
	実行中	すべてのOracle GoldenGateコンポーネントは適切に実行されています。
	[image: 警告のステータス]
	警告	ステータスは「Running」以外で、潜在的な問題を示します。ステータスは次のいずれかです。
	
Unknown


	
Created


	
Registered


	
Initializing


	
Starting


	
Restarting


	
Recovering


	
Stopping


	
Forced Stop


	
Aborted


	
Unresponsive


	
Orphaned


	
Shadowed





	[image: エラーのステータス]
	エラー	次のいずれかのエラーが発生しました。
	
Stopped


	
Killed


	
Suspended


	
Paused


	
Deregistered


	
Error





	
	最終更新日時	属性の最終リフレッシュはこの日時に行われました。


















3 Oracle GoldenGateインスタンスのモニタリング


このトピックでは、Oracle GoldenGateインスタンスのモニター方法について説明します。これには次の情報が含まれます。

	
3.1項「モニタリング・ワークスペースの概要」


	
3.2項「Oracle GoldenGateシステムのモニタリング」


	
3.3項「警告またはエラー条件の表示」


	
3.4項「記録された情報の表示」


	
3.5項「履歴情報の操作」


	
3.6項「履歴データのパージ」


	
3.7項「アラートの表示」


	
3.8項「GGSCIコマンドの実行」






3.1 モニタリング・ワークスペースの概要

次のタブには、Oracle GoldenGateレプリケーション・ソリューションのトラブルシューティングとチューニングに使用するリアルタイム・モニタリング情報と履歴データが表示されます。これらのタブはセキュリティ・ロールを持つユーザーに表示されます。

	
「Metrics and Alerts」タブは、Oracle GoldenGate Monitorの主要なモニタリング・コンソールです。エラー・ステータスなど、通常の状態ではないオブジェクトにフォーカスします。「Oracle GoldenGateシステムのモニタリング」を参照してください。


	
「History」タブでは、選択したOracle GoldenGateオブジェクトに関連する属性の履歴データおよびログ・データにフォーカスします。「履歴情報の操作」。





関連項目

「アラートの操作」






3.2 Oracle GoldenGateシステムのモニタリング

「Metrics and Alerts」タブをOracle GoldenGate Monitor内の主要モニタリング領域として使用します。このタブでは、すべてのOracle GoldenGate Monitorツールを組み合せて、構成に関する情報を簡単に取得する方法がいくつか提供されます。次の情報を表示できます。

	
すべてのOracle GoldenGateインスタンス、そのプロセス、そのファイルおよび関連付けられているデータベース。


	
Oracle GoldenGateコンポーネント間の論理的関係。


	
プロセス・ステータス、パフォーマンス統計、エラー条件などの各コンポーネントに関する情報。この情報は属性のセットで取得されます。これを総合すると、Oracle GoldenGate環境の全般的な状態を正確に把握できます。「メトリックについて」を参照してください。





Oracle GoldenGateをモニターする手順:

	
ナビゲーション・ツリーのノードを展開し、モニターするOracle GoldenGateオブジェクトまたはオブジェクトのグループに移動します。「オブジェクトについて」を参照してください。


	
ツリー・ノードで、潜在的な問題または選択したノードに適用される状態の変更があるかどうかを示すアラート・インジケータまたはステータス・インジケータを確認します。コンテナ・ノードまたはOracle GoldenGateインスタンス・ノードのアラート・インジケータまたはステータス・インジケータは、ドリル・ダウンして影響を受けているオブジェクトを特定する必要があることを示します。「ステータス・インジケータについて」を参照してください。


	
詳細の必要なオブジェクトをツリーで選択します。ナビゲーション・ツリーはダイアグラム・ビューと連動し、選択したオブジェクトを論理的関係のある他のオブジェクトとともに表示します。たとえば、ホスト・ノードを選択した場合、そのシステムのすべてのOracle GoldenGateコンポーネントが正しいコンテキストで表示されます。必要に応じてツールバーを使用し、ダイアグラムに移動できます。「ダイアグラム・ビューについて」を参照してください。


	
ダイアグラムで、選択したオブジェクトだけでなく、他のオブジェクトについてもアラート・インジケータおよびステータス・インジケータを確認し、サマリー属性を評価します。それらのオブジェクトが、観察している条件の原因であったり、その影響を受けている場合があります。




	
注意:

概要パネルの任意の領域をクリックして、ダイアグラムの特定の部分にフォーカスできます。








	
ダイアグラム(またはツリー)でオブジェクトを選択してメトリック・パネルを表示し、そのオブジェクトに関連するすべての属性の詳細データを確認します。「メトリックについて」を参照してください。




	
注意:

「Name」列で属性をソートできます。ヘッダー領域をダブルクリックするか、組み込まれている矢印をクリックしてパネルを展開したり縮小できます。








	
(オプション)メトリック・パネルで、任意の属性の隣にある履歴アイコン([image: 履歴アイコン])をクリックします。これによって「History」タブが開き、その属性の履歴データが表示されます。「履歴情報の操作」を参照してください。


	
ダイアグラム(またはツリー)でオブジェクトを選択してアラート・パネルを確認し、そのオブジェクトに対してトリガーされたアクティブなアラートの詳細(アラートのテキスト、発生した日時、それをトリガーした条件)を確認します。「アラートについて」を参照してください。




	
注意:

アラートのヘッダー領域をダブルクリックし、パネルを展開して表示する必要がある場合があります。ヘッダー領域をダブルクリックするか、組み込まれている矢印をクリックしてパネルを展開したり縮小できます。








	
(オプション)警告またはエラー条件を持つオブジェクトにフォーカスします。「警告またはエラー条件の表示」を参照してください。





関連項目

「警告またはエラー条件の表示」

「履歴情報の操作」

「アラートの表示」






3.3 警告またはエラー条件の表示

「Metrics and Alerts」タブを使用すると、警告またはエラー条件を持つOracle GoldenGateコンポーネントの概要を即座に把握できます。ナビゲーション・ツリーでドリル・ダウンする必要はありません。オブジェクトは大きなダイアグラム・ビューに表示されるため、最も注意を必要とするオブジェクトを簡単に識別できます。ダイアグラム・ビューには、オブジェクト間の論理的関係とともにオブジェクトが表示されます。


問題に関する情報を表示する手順:

	
ダイアグラムでオブジェクトを選択します。概要パネルの任意の領域をクリックして、ダイアグラムの特定の部分にフォーカスできます。ツールバーのダイアグラム・ツールを使用して、ダイアグラムと対話します。「ダイアグラム・ビューについて」を参照してください。


	
メトリック・パネルを表示し、そのオブジェクトに関連するすべての属性の詳細データを確認します。「メトリックについて」を参照してください。




	
注意:

「Name」列で属性をソートできます。ヘッダー領域をダブルクリックするか、組み込まれている矢印をクリックしてパネルを展開したり縮小できます。








	
(オプション)メトリック・パネルで、「History」タブに履歴データを表示するメトリックの隣にある履歴アイコンをクリックします。「履歴情報の操作」を参照してください。


	
アラート・パネルを確認し、そのオブジェクトに対してトリガーされたアクティブなアラートの詳細(アラートのテキスト、発生した日時、それをトリガーした条件)を確認します。「アラートについて」を参照してください。




	
注意:

アラートのヘッダー領域をダブルクリックし、パネルを展開して表示する必要がある場合があります。ヘッダー領域をダブルクリックするか、組み込まれている矢印をクリックしてパネルを展開したり縮小できます。











関連項目

「Oracle GoldenGateシステムのモニタリング」

「履歴情報の操作」

「アラートの表示」






3.4 記録された情報の表示

インスタンスについて記録された情報は、「History」タブの「Metrics」サブタブで確認できます。この表示には、各ExtractまたはReplicatセッションに対して生成されたレポートおよび破棄ファイルが表示されます。ExtractまたはReplicatセッションが開始されるたびにデータが収集され、レポートが生成されて格納されます。これらのレポートは、「Metrics and Alert」タブの「Logs」サブタブの「Report」サブタブで確認できます。一方、ランタイム・エラー・ログもまとめられ、「Ggserr Log」サブタブに表示されます。ローカル・システムのレポートの場所は、このタブの下部に指定されます。「Logs」サブタブには、次の3つのタブがあります(すべてのタブが表示されるわけではありません)。

	
Reportサブタブ


	
Ggserr Logサブタブ


	
Discard Fileサブタブ






3.4.1 Reportサブタブ

「Report」タブには、特定のExtractまたはReplicatインスタンスに対して生成されたランタイム・レポートが表示されます。これらのレポートには、次の情報が含まれます。

	
バージョン情報および選択された環境設定


	
ランタイム・パラメータ


	
ランタイム・メッセージおよび統計




「Report」タブは2つのセクションに分かれています。

	
左側の各レポートをリストしたレポート・リスト(名前の形式はGROUPNAMEnn.rptで、GROUPNAMEはExtract (EXT)またはReplicat (REP)を表し、nnは収集されたすべてのレポート間でのそのレポートの順番を識別する順序番号です。たとえば、EXTAA.rpt、EXTAA0.rpt、EXTAA1.rptなどです。前述の例で示したとおり、最新のレポートには順序番号がないことに注意してください)。


	
右側の実際のレポートの内容。




また、パネルの下部には、完全パスとファイル名、バイト単位のファイルのサイズ、データが収集されたタイムスタンプが表示されます。


レポートを表示する手順:

	
ナビゲーション・ツリーまたはダイアグラム領域からExtractまたはReplicatインスタンスを選択します。


	
「Metrics and Alert」タブで「Logs」サブタブを選択します。「Logs」サブタブのデフォルトのサブタブは「Report」サブタブです。


	
レポート・リストから特定のレポートを選択します。









3.4.2 Discard Fileサブタブ

破棄ファイルには、各ExtractまたはReplicatセッションで失敗したデータに関する情報が含まれます。

「Discard」サブタブは2つのセクションに分かれています。

	
左側の各レポートをリストした破棄ディスク(名前の形式はGROUPNAMEnn.rptで、GROUPNAMEはExtract (ext)またはReplicat (rep)を表し、nnは収集されたすべてのレポート間でのそのレポートの順番を識別する順序番号です。たとえば、repaa.dsc、repaa0.dsc、repaa1.dscなどです。前述の例で示したとおり、最新のレポートには順序番号がないことに注意してください)。


	
右側の次のような実際のレポートの内容。


Oracle GoldenGate Delivery for Oracle process started, group REPAA discard file opened: 2014-04-14 17:43:49.382279
Oracle GoldenGate Delivery for Oracle process stopped, group REPAA : 2014-04-14 17:52:20.212009




また、パネルの下部には、完全パスとファイル名、バイト単位のファイルのサイズ、データが収集されたタイムスタンプが表示されます。






3.4.3 Ggserr Logサブタブ

このサブタブには、次のようなOracle GoldenGateエラー・ログ・ファイルが表示されます。


2014-04-15 05:42:08 INFO OGG-01738 Oracle GoldenGate Capture for Oracle, extaa.prm: BOUNDED RECOVERY: CHECKPOINT: for object pool 1: p31714_extr: start=SeqNo: 263, RBA: 29534736, SCN: 0.6146203 (6146203), Timestamp: 2014-04-15 05:41:09.000000, Thread: 1, end=SeqNo: 263, RBA: 29536256, SCN: 0.6146203 (6146203), Timestamp: 2014-04-15 05:41:09.000000, Thread: 1.
2014-04-15 01:42:00 INFO OGG-01738 Oracle GoldenGate Capture for Oracle, extaa.prm: BOUNDED RECOVERY: CHECKPOINT: for object pool 1: p31714_extr: start=SeqNo: 263, RBA: 23313936, SCN: 0.6138834 (6138834), Timestamp: 2014-04-15 01:40:11.000000, Thread: 1, end=SeqNo: 263, RBA: 23316480, SCN: 0.6138834 (6138834), Timestamp: 2014-04-15 01:40:11.000000, Thread: 1.
2014-04-14 21:41:54 INFO OGG-01738 Oracle GoldenGate Capture for Oracle, extaa.prm: BOUNDED RECOVERY: CHECKPOINT: for object pool 1: p31714_extr: start=SeqNo: 262, RBA: 23449104, SCN: 0.6123109 (6123109), Timestamp: 2014-04-14 21:40:57.000000, Thread: 1, end=SeqNo: 262, RBA: 23450112, SCN: 0.6123109 (6123109), Timestamp: 2014-04-14 21:40:57.000000, Thread: 1.
2014-04-14 17:54:50 INFO OGG-00987 Oracle GoldenGate Command Interpreter for Oracle: GGSCI command (espear): info repaa detail.
2014-04-14 17:52:24 INFO OGG-03522 Oracle GoldenGate Delivery for Oracle, repaa.prm: Setting session time zone to source database time zone 'GMT'.


エラー・ログの各行には、タイムスタンプ、重大度、エラー・コード、メッセージをレポートしたプロセスおよび実際のメッセージが含まれます。これによって、エラーまたは警告を、関連付けられているレポートのデータまで追跡できます。


Ggserr.logファイルをダウンロードする手順:

「Ggserr Log」サブタブの下部の「Download complete Ggserr.log」をクリックすると、エラー・ログ・ファイルをダウンロードして保存または表示できます。ダウンロード・リンクの隣に挿入されている数字は、エラー・ログ・ファイルの現在のサイズを示します。








3.5 履歴情報の操作

「History」タブには「Metrics and Alerts」サブタブがあり、特定の期間に発生したパフォーマンス統計、イベント・メッセージ、遅延などの情報はこのサブタブで確認できます。このデータを分析して、パフォーマンス・チューニングの必要な、トラブルが続く箇所またはプロセスを特定できます。履歴データはOracle GoldenGateコンポーネントのどのメトリックに対しても取得できます。「メトリックについて」を参照してください。

メトリックの履歴データは、メトリックのタイプに応じてチャートまたは表、あるいはその両方で表されます。

	
表ビューでは、選択されたメトリック・データが表形式で表示されます。列名は、選択されたメトリックに応じて異なります。


	
チャート・ビューには、特定のメトリックについて異なる日付範囲間での比較を可能にする、独立した2つのチャートが表示されます。ツール・バーのツールでこのビューのナビゲーションおよび履歴データの表示形式を制御します。「「History」タブのツールバー」を参照してください。




タブの右上隅にある次のアイコンを使用して、チャート・ビューと表ビューを切り替えられます(そのメトリックに対して有効な場合)。


	[image: チャート・ビュー・アイコン]
	チャート・ビュー
	[image: 表ビュー・アイコン]
	表ビュー







履歴情報の操作手順:

	
ナビゲーション・ツリーでOracle GoldenGateオブジェクトを選択します。そのオブジェクトの名前は「Metrics」サブタブのヘッダー領域に表示されます。「オブジェクトについて」を参照してください。


	
「Attribute」で、履歴データを取得する対象のメトリックを選択します。「Attribute」リストには、選択したオブジェクトに対応し、履歴データが存在する属性のみが含まれます。チャート・ビューが有効な場合、チャート・ビューで表示できないメトリックは「Attribute」リストに表示されません。そのメトリックを表示するには、表ビューに切り替えます。(チャート・ビューで表示できるメトリックは表ビューで表示できます。)


	
「Date Range Type」で、履歴データを取得する日付範囲を選択します。「Custom」を選択した場合、さらに「From」および「To」フィールドが表示され、日付範囲を入力するか、カレンダ・アイコンをクリックして日付を選択します。日付書式はMM/DD/YYYY HH:MM {AM | PM}です。(フィールド内をクリックすると、正しい書式の例が表示されます。)


	
「Get Data」をクリックします。





関連項目

「Oracle GoldenGateシステムのモニタリング」

「警告またはエラー条件の表示」

「アラートの表示」



3.5.1 「History」タブのツールバー


「Metrics」サブタブのナビゲーション・ツール


	[image: ズーム・アイコン]
	ズームイン
ズーム・インして領域にフォーカスします。


	[image: ズームアウト・アイコン]
	ズームアウト
ズーム・アウトして、より大きな領域を表示します。


	[image: 画面にフィット・アイコン]
	画面にフィット
イメージを画面に合せます。


	[image: 領域にズーム・アイコン]
	領域にズーム
マウス・ボタンを押し下げたまま、ズーム領域を囲むように選択ボックスをドラッグすると、特定の領域にズームインします。


	[image: パン・アイコン]
	パン
マウス・ボタンを押し下げたままマウスをドラッグすると、表示領域内でイメージを移動します。









チャート・スタイル

一定期間の履歴データの傾向の表示に使用できるチャート・スタイルは次のとおりです。必要に応じてチャート・スタイルを切り替えられます。


	[image: 線グラフ・スタイル・アイコン]
	線グラフ・スタイル
	[image: 面グラフ・スタイル・アイコン]
	面グラフ・スタイル
	[image: ヒストグラム・スタイル・アイコン]
	ヒストグラム・スタイル






選択したチャート・スタイルに対して次のカラー・スキームを選択できます。


	[image: 補色アイコン]
	補色
	[image: 単色スキーム・アイコン]
	単色
	[image: 対比色スキーム・アイコン]
	対比色












3.6 履歴データのパージ

履歴データおよび古いアラートは時間の経過とともにデータベース・リポジトリに蓄積します。パワー・ユーザー以上のロールを持つユーザーは、「Purge Data」コントロールで古いメトリックおよびアラートをパージできます。




	
注意:

「Purge Data」では、メトリックおよびアラートがOracle GoldenGate Monitorデータベースから完全に削除されます。








古いデータをパージする手順:

	
パワー・ユーザー以上のロールでログインします。


	
ユーティリティ・バーで「Purge Data」をクリックします。

「Purge Data」ダイアログ・ボックスが表示されます。

[image: purge_data.gifの説明が続きます。]



	
パージするデータの種類(履歴データまたはアラート通知、あるいはその両方)を選択します。


	
「Purge Before Date」に、保持する最も古いデータを表す日付を入力する(表示された日時書式を使用)か、カレンダ・アイコンをクリックしてカレンダから日付を選択します。その日付より前のすべての選択されたデータが完全に削除されます。まず、ある種類のデータをパージし、次に別のパージ日付を使用して別の種類をパージできます。


	
「Purge」をクリックします。この処理の確認は求められません。


	
確認で「OK」をクリックします。必要に応じて「Purge Data」ダイアログ・ボックスに戻り、さらにパージを行います。





関連項目

「履歴情報の操作」

「アラートの表示」






3.7 アラートの表示

「History」タブの「Alerts」サブタブを使用してアラートの履歴を表示します。アラート履歴を分析することによって特定の条件が発生する頻度がわかり、Oracle GoldenGate構成または基礎をなすホストを調整できます。

アラート履歴は、スーパー管理者、管理者またはパワー・ユーザーによって最後にパージされた時点まで戻ることができます。


アラート情報を表示する手順:

	
ナビゲーション・ツリーでオブジェクトを選択します。選択にはサブノード内のすべてのオブジェクトに対するアラートが含まれるため、ツリーのルート・レベルに近いほど多数のアラートが表示されます。


	
「Alerts」サブタブにアラートが表示されます。この表には、アラートの名前(アラート定義で指定)、実際の通知メッセージ(電子メール、SNMPまたはCLIクライアントに送信される(アクティブな場合)ものと同じ)およびアラートが生成された日時が表示されます。「Alert Name」列は昇順または降順にソートできます。





関連項目

「オブジェクトについて」

「履歴データのパージ」

「アラートについて」






3.8 GGSCIコマンドの実行

「Metrics and Alerts」タブの「GGSCI」サブタブを使用して、Oracle GoldenGate Monitor内から離れることなく、サポートされている任意のコマンドを実行します。「GGSCI Command」フィールドに、実行するコマンドと関連オプションを入力して、「Run」をクリックします。確認用に結果が表示されます。

このサブタブでGGSCIコマンドを使用してパラメータ・ファイルは編集できません。

サポートされていないGGSCIコマンドは次のとおりです。

	
sh


	
edit


	
view


	
stop jagent


	
start jagent


	
obey


	
fc


	
set editor


	
shell


	
info marker


	
edit params















4 ユーザーの操作


この項では、Oracle GoldenGate Monitorユーザーの設定方法および操作方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
4.1項「ユーザー・セキュリティ・ロールの理解」


	
4.2項「ユーザーの管理」


	
4.3項「ユーザーの追加、変更および削除」


	
4.4項「インスタンスのユーザーへの割当て」


	
4.5項「自分のユーザー・プロファイルの管理」







	
注意:

スーパー管理者および管理者ロールを付与されたユーザーのみが「User Management」タブにアクセスできます。オペレータまたはパワー・オペレータとしてログインした場合、「User Management」タブはOracle GoldenGate Monitor UIに表示されません。









4.1 ユーザー・セキュリティ・ロールの理解

Oracle GoldenGate Monitorを使用する各ユーザーには、セキュリティ・ロールが付与される必要があります。このロールによって、そのユーザーが実行できるインタフェースの機能が制御されます。表4-1で説明されているとおり、Oracle GoldenGate Monitorには3つのセキュリティ・ロールがあります。


表4-1 Oracle GoldenGate Monitorのセキュリティ・ロール

	ロール	このユーザーが実行できる機能	説明
	
スーパー管理者(SuperAdmin)

	
すべて

	
スーパー管理者は、Oracle GoldenGate Monitorで最も優先順位の高いロールです。スーパー管理者は、インスタンスを管理者、オペレータおよびパワー・オペレータに割り当てることができます。スーパー管理者は常に1人です。

スーパー管理者は、ログインしているユーザー(SA)および管理者、パワー・オペレータ、オペレータなどの他のユーザーに対する「Edit User」画面で、名前、姓、電子メール詳細などのユーザー情報を編集できます


	
管理者

	
すべて

	
管理者は、Oracle GoldenGate Monitorのすべての機能を実行できます。

管理者がインスタンス(現在ログインしている管理者がアクセスできるインスタンス)をマップおよびマップ解除できるのは、オペレータおよびパワー・オペレータに対してのみです。管理者は、スーパー管理者および他の管理者にマップされているインスタンスに対する変更はできません。さらに、管理者はスーパー管理者または他の管理者の詳細は編集できません。

管理者は、ログインしているユーザー(管理者)およびパワー・オペレータ、オペレータなどの他のユーザーに対する「Edit User」画面を使用して、名前、姓、電子メール詳細などのユーザー情報を編集できます。


	
パワー・オペレータ

	
ユーザー管理以外のすべて

	
パワー・オペレータは、ユーザーの管理以外のOracle GoldenGate Monitorのすべての機能を実行できます。パワー・オペレータには、「User Management」タブは表示されません。


	
演算子

	
Metrics and Alerts

History

User Profile

	
オペレータは自分のプロファイルのみ管理でき、モニタリング・タブのみ表示されます。オペレータには、次のタブは表示されません。

	
View Management


	
Alert Management


	
User Management


	
Metrics and AlertsのLogsサブタブのDiscardサブタブ












関連項目

「ユーザーの管理」

「自分のユーザー・プロファイルの管理」

「モニタリング・ワークスペースの概要」






4.2 ユーザーの管理

ユーザーの管理とは、ユーザーのプロファイルを編集したり、Oracle GoldenGateインスタンスのアクセスを管理することです。Oracle GoldenGate Monitorのスーパー管理者(SuperAdmin)または管理者は、「User Management」タブを使用してOracle GoldenGate Monitorユーザーの情報を表示および管理できます。このタブには、既存のユーザーが、ログイン名、そのログイン名を持つユーザーの実際の名前、そのユーザーの電子メール・アドレスおよびそのユーザーのOracle GoldenGate Monitor内のセキュリティ・ロールを示す列とともに表示されます。ユーザーに割り当てられているインスタンスも表示されます。

「User Management」タブを使用して名前、電子メール・アドレスなどのユーザー情報を編集したり、インスタンスを割り当てられますが、ユーザーの追加と削除、パスワードの割当てと変更、ユーザーのグループへの割当てはOracle WebLogic Server管理コンソールからのみ行えます。

この項のトピックは、次のとおりです。

	
ユーザーの追加: 「ユーザーを追加する手順:」を参照してください。


	
ユーザーのグループへの追加: 「ユーザーのグループへの追加手順:」を参照してください。


	
ユーザー情報の編集: 「ユーザー・プロパティを変更する手順:」を参照してください。


	
ユーザーの削除: 「ユーザーを削除する手順:」を参照してください。





関連項目

「ユーザー・セキュリティ・ロールの理解」






4.3 ユーザーの追加、変更および削除

Weblogic管理者は、Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用して次のことを行えます。

	
新規ユーザーの作成。


	
既存のユーザーの削除。


	
ユーザー名とパスワードの更新




Oracle GoldenGate Monitorのスーパー管理者または管理者は、Oracle GoldenGate Monitorサーバー・コンソールの「User Management」タブを使用してユーザー情報を編集できます。


ユーザーを追加する手順:




	
注意:

Oracle GoldenGate Monitor 12c (12.2.1)では、ユーザーの追加はWebLogic管理コンソールの使用によってのみ行えます。次の手順では、開始する前にそのコンソールにアクセスする必要があります。







	
Oracle WebLogic Server管理コンソールにログインします。


	
「Domain Structure」パネル(コンソールの左側)で「Security Realms」を選択します。

[image: wls_dom_strct.gifの説明が続きます。]



	
「Summary of Security Realms」ページで、レルムの名前(myrealmなど)を選択します。

[image: wls_realms.gifの説明が続きます。]



	
「Settings for Realm Name」ページで「Users and Groups」、「Users」の順に選択します。

「User」表には、認証プロバイダで定義されているすべてのユーザーの名前が表示されます。


	
「New」をクリックします。

「Create New User」画面が表示されます。

[image: wls_crt_nu_usr.gifの説明が続きます。]



	
「新しいユーザーの作成」ページの「名前」フィールドに、ユーザーの名前を入力します。

ユーザー名は一意にする必要があります。WebLogic認証プロバイダ(DefaultAuthenticator)では、ユーザー名の大文字と小文字は区別されません。ユーザー名にタブまたは次の記号を含めないようにしてください。

	
セミコロン: ;


	
カンマ: ,


	
プラス記号: +


	
等号: =


	
単一バックスラッシュ文字: \(smith\\のようにバックスラッシュが2つ連続で使用される場合があります)




さらに、ユーザー名の最初の文字に次の文字を使用することはできません。

	
ポンド記号: #


	
二重引用符: "







	
重要:

前述の無効な文字を使用してユーザーを作成すると、WebLogicドメインが破損する可能性があります。








	
(オプション)「説明」フィールドに説明を入力します。たとえば、ユーザーのフルネームなどです。


	
「プロバイダ」ドロップダウン・リストで、ユーザーの認証プロバイダを選択します。

セキュリティ・レルムで複数の認証プロバイダが構成されている場合は、これらのプロバイダがリストに表示されます。新しいユーザーの情報が格納されるデータベースに対応する認証プロバイダを選択します。


	
「Password」フィールドにユーザーのパスワードを入力します。

WebLogic認証プロバイダで定義されているユーザーの最小パスワード長は8文字です。本番環境では、ユーザー名とパスワードの組合せとしてweblogic/welcome1は使用しないでください。




	
注意:

ドメインを作成した後、セキュリティ・レルムにパスワード検証プロバイダを構成することをお薦めします。パスワード検証プロバイダを構成して、パスワード作成ルールを追加することもできます。詳細は、パスワード検証プロバイダの構成を参照してください。








	
ユーザーのパスワードを「パスワードの確認」フィールドに再入力します。


	
「OK」をクリックして、変更内容を保存します。

「ユーザー」表にユーザー名が表示されます。これで、このユーザーをグループに追加できます。





ユーザーのグループへの追加手順:

	
「ユーザー」表で、グループに追加するユーザーを選択します。


	
「Settings for User Name」ページで「Groups」を選択します。

「Groups」タブが表示されます。

[image: cons_groups.gifの説明が続きます]



	
「使用可能」リスト・ボックスから1つまたは複数のグループを選択します。

	
複数のグループを選択するには、[Ctrl]を押したまま各グループをクリックし、二重右矢印をクリックして選択したグループを「Chosen」リスト・ボックスに移動します。


	
グループにユーザーを追加するには、右矢印をクリックして、選択したグループを「選択済み」リスト・ボックスに移動します。


	
グループからユーザーを削除するには、「選択済み」リスト・ボックスでグループを選択して、左矢印をクリックします。複数のグループを削除するには、グループを選択して二重左矢印をクリックします。





	
「Save」をクリックします。





ユーザー・プロパティを変更する手順:

	
「User Management」タブの「Manage Users」リストで、変更するユーザーの名前をクリックします。「Edit User」画面が表示されます。

[image: edit_user.gifの説明が続きます。]



	
必要に応じてプロパティを変更します。次のプロパティを変更できます。

	
ユーザーの適切な名前(名前および/または姓)


	
ユーザーの電子メール・アドレス。


	
ユーザーがアクセスできるインスタンス(「インスタンスのユーザーへの割当て」を参照)。





	
「Submit」をクリックします。





ユーザーを削除する手順:

	
Oracle WebLogic Server管理コンソールにログインします(または、ログインしたままでいます)。


	
左ペインで、「セキュリティ・レルム」を選択します。


	
「Summary of Security Realms」ページで、レルムの名前(myrealmなど)を選択します。


	
「Settings for Realm Name」ページで「Users and Groups」、「Users」の順に選択します。


	
「ユーザー」表で、削除する各ユーザー名の横にあるチェック・ボックスを選択します。

ユーザー数が多い場合は、「この表のカスタマイズ」リンクを使用して、検索条件に一致するユーザーのみを取得して表示します。「フィルタ条件」フィールドでは、ワイルドカードとしてアスタリスク(*)を使用できます。




	
注意:

管理コンソールには最大1000人のユーザーが表示されます。定義されているユーザー数が1000人を超える場合は、検索フィルタを適用して表示を制限できます。








	
「Delete」をクリックします。


	
「はい」をクリックして、確定します。





関連項目

「ユーザーの管理」






4.4 インスタンスのユーザーへの割当て

「ユーザー・セキュリティ・ロールの理解」で説明されているとおり、すべてのOracle GoldenGate Monitorユーザーにはセキュリティ・ロールが付与されます。スーパー管理者または管理者は、「User Management」タブからアクセスできる「Edit Users」画面で他のユーザーにインスタンスを割り当てたり、割当てを解除したりできます。これは「インスタンス・レベルのセキュリティ」と呼ばれ、各ユーザーが持つ各ホスト/インスタンスへのアクセス権を制限できます。この手順を実行する前に、インスタンス・レベルのセキュリティの管理方法を理解する必要があります。Oracle GoldenGate Monitorの管理の第6章「インスタンス・レベルのセキュリティの理解」を参照してください。


インスタンスをユーザーに割り当てる手順:

	
「User Management」タブの「Manage Users」リストで、変更するユーザーの名前をクリックします。「Edit User」画面が表示されます。そのユーザーに割当て可能なインスタンスが「Instances」リスト・ボックスに表示されます。「Role」は「Edit Users」画面ですべてのユーザーについて編集不可の列です。


	
そのユーザーに割り当てる各インスタンスの隣にあるチェック・ボックスを選択します。すべての使用可能なインスタンスを割り当てる場合、「All」を選択します。


	
「Submit」をクリックします。




インスタンスの割当てを削除するには、特定のインスタンスまたは「All」を選択解除して「Submit」をクリックします。






4.5 自分のユーザー・プロファイルの管理

「User Profile」を使用して、自分のログイン・パスワードを変更したり、受信する通知の種類を選択します。


自分のユーザー・プロファイルを管理する手順:

	
ユーティリティ・バーで「User Profile」をクリックします。「User Profile」ダイアログ・ボックスが表示されます。

[image: user_profile.gifの説明が続きます。]



	
「Notification Type for different Alert Severities」で、各アラート重大度のレベルに対して使用する通知方法を指定します。このオプションは、アラートが管理者によって有効化されている場合にのみ表示されます。アラートは、定義に応じて警告またはエラーの重大度を持ちます。電子メール、SNMPおよびCLIによってエラー・アラートを受信できます(管理者によって有効にされたオプションのみが表示されます)。反対に、ビジネス・プロトコルによっては電子メールで警告アラートのみを受信する必要がある場合があります。次のステータス・インジケータが、ステータス・バーおよびトリガーされたアラートの対象のワークスペースに表示されます。「ステータス・インジケータについて」を参照してください。


	[image: 中等度のアラート・アイコン]
	警告レベルのアラート
	[image: エラー・アラート・アイコン]
	エラーレベルのアラート






	
「Accessibility Mode」で、障害を持つユーザー向けのアクセシビリティ・モードを設定します。

	
None: アクセシビリティ機能を使用しません。


	
Standard Accessibility: サポートされているブラウザによって提供される標準のアクセシビリティ機能をサポートします。


	
Screen Reader Optimized: スクリーン・リーダーのユーザービリティを向上させるが、他のユーザーにはマイナスの影響を及ぼす可能性のあるアクセシビリティ機能を有効にします。





	
Submit: クリックしてプロファイルに対して行った変更を保存するか、「Reset」をクリックしてプロファイルに対して行った変更を取り消します。





関連項目

「アラートの操作」












5 アラートの操作


アラートは、1つ以上のOracle GoldenGateコンポーネントに指定されたイベントまたは条件が発生した場合に通知されるメッセージです。この項では、Oracle GoldenGate Monitorのアラートの使用方法について説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
5.1項「アラートについて」


	
5.2項「アラート定義の管理」


	
5.3項「アラート定義の構成」


	
5.4項「アラート演算子について」






5.1 アラートについて

Oracle GoldenGate Monitorアラートは、指定した状態がOracle GoldenGateコンポーネントに存在する場合に通知します。たとえば、プロセスが停止した場合、または指定したラグのしきい値に達した場合に通知されるようにリクエストできます。メッセージに含まれる情報はユーザーが選択します。アラートを定義するには、ユーザー・インタフェースで「Alert Management」に移動します。

「Alert Management」を使用すると、次のことができます。

	
1つ以上の通知チャネルを使用してアラートを定義します。


	
アラートを定義し、それを必要に応じて有効化または無効化します。


	
異なるインスタンスへのユーザー・アクセスに基づいて、インスタンス・オブジェクトの関連付け(使用可能なオブジェクト)がリストされます。


	
アラートにインスタンス・レベル・セキュリティを適用します。




Oracle GoldenGate Monitorによって生成されるアラート・タイプは、各ユーザーが指定します。あるユーザー用のアラートを有効にするには、Oracle GoldenGate Monitorのユーザー・インタフェースの「User Profile」に移動し、オンライン・ヘルプの指示に従います。

アラートの例は次のとおりです。

	
取得または配信グループのラグが特定のしきい値に達した場合に通知されるアラート。


	
Oracle GoldenGateインスタンス内に障害がある場合に通知されるアラート。


	
取得がトランザクション・ログの終わりに達した場合に通知されるアラート。




Oracle GoldenGate Monitorでは、次の通知タイプがサポートされます。

	
Oracle GoldenGate Monitorコンソール


	
電子メール


	
SNMP


	
コマンドライン・インタフェース(CLI)




アラート定義を作成する際にアラートの内容を決定します。

このトピックには、次の情報が含まれています。

	
コンソール・アラートの作成


	
電子メール、SNMPおよびCLIアラートの作成






5.1.1 コンソール・アラートの作成

デフォルトでは、アラートはOracle GoldenGate Monitorの「Metrics and Alerts」タブに送信されます。アラートがある場合、アニメーションのベル・アイコンがステータス・バーに表示されます。ステータス・バーはアプリケーションのどのタブがアクティブでも表示されます。


	[image: 中等度のアラート・アイコン]
	警告レベルのアラート
	[image: エラー・アラート・アイコン]
	エラーレベルのアラート






組込みのアラート・ビュー以外の通知プロトコルが必要ない場合、独自のアラート定義を作成できます。手順は、「アラート定義の管理」を参照してください。






5.1.2 電子メール、SNMPおよびCLIアラートの作成

この3種類のアラートを使用するには、アラートの送信に使用するデフォルト・テンプレートをOracle GoldenGate Monitor用に構成する必要があります。アラート定義を作成する前に、指定のテンプレートを構成する必要があります。

	電子メール・アラート
	
Oracle GoldenGate Monitorを構成して、1人以上のOracle GoldenGate Monitorユーザーに電子メール・アラートを送信できます。手順は、「電子メール・アラートの構成」を参照してください。


	SNMPアラート
	
Oracle GoldenGate Monitor SNMPインタフェースを構成して、アラートをデータグラムの形式でSNMPユーザーに送信できます。データグラムは、特定のポートでリスニングしているトラップ受信者によって受信されます。バージョン1および2aのSNMPがサポートされます。手順は、「SNMPアラートの構成」を参照してください。


	CLIアラート
	
Oracle GoldenGate Monitorコマンドライン・インタフェース(CLI)を構成して、アラートがトリガーされたときにOracle GoldenGate Monitorサーバーでスクリプトまたはバイナリ・ファイルを実行できます。(CLIアラートの作成では認証はサポートされません。)手順は、「CLIアラートの構成」を参照してください。











5.2 アラート定義の管理

「Alert Management」タブの「Alert Definition」サブタブを使用してアラート定義を作成、表示および変更します。スーパー管理者、管理者およびパワー・オペレータは、アラート定義を構成できます。

	
このタブの「Manage Alert Definitions」表に既存のアラート定義が次の列とともに表示されます。


	
Definition Name: アラートの名前。


	
Object Type: このアラートがトリガーされる対象のOracle GoldenGateオブジェクトのタイプ。「オブジェクトについて」を参照してください。


	
Assigned Users Objects: オブジェクトに対するアラートを受信可能なOracle GoldenGate Monitorユーザー。すべてのオブジェクトが表示されます。使用可能なオブジェクトの表示には、次のネーミング規則が使用されます。


Username:fully_qualified_object_name


例:


superuser:system/abc.host.com/abc.host.com-6890/PUMP12


	
Alert Enabled: アラートを有効にするか無効にするか。


	
Date Modified: アラートの最終更新日時。




「Alert Management」タブで次のアクションを実行できます。

	
アラート定義を作成するには、「New Alert Definition」をクリックします。「アラート定義の構成」を参照してください。


	
アラート定義を編集するには、リストでその名前をクリックして「Edit Alert Definition」画面を開きます。「アラート定義の構成」を参照してください。


	
アラート定義を削除するには、その名前の隣にあるチェック・ボックスを選択し、「Remove Definition(s)」をクリックします。


	
通知テンプレートを作成するには、「Notification Template」サブタブをクリックしてから、「New Notification Template」をクリックします。「電子メール、SNMPおよびCLIアラートの作成」を参照してください。





関連項目

「アラート定義の構成」

「アラート演算子について」






5.3 アラート定義の構成

管理者、パワー・オペレータまたはスーパー管理者のロールを持つOracle GoldenGate Monitorユーザーは、アラート定義を作成または編集できます。必要な数だけアラート定義を作成できます。




	
注意:

アラートを作成または編集する場合、次の手順は「New Alert Definition」画面として表示されます。アラートを編集する場合、手順は「Edit Alert Definition」画面として表示されます。新規アラートを作成する場合はデフォルト値が表示され、アラートを編集する場合は現在の値が表示されること以外、2つの機能は同じです。








アラート定義を作成または編集する手順

	
「Alert Management」タブで「New Alert Definition」をクリックします。「New Alert Definition」画面が表示されます。この画面の任意のセクションを展開または縮小するには、セクション名の隣にある矢印をクリックします。画面の最上部に、画面の「General Info」セクションが表示されます。

[image: new_alert_def_gen_info.gifの説明が続きます。]



	
「Definition Name」にこのアラートの名前を入力します。数字、記号、大文字および小文字を含む、最大30文字を使用できます。このフィールドは必須です。


	
「Alert Severity」で「Error」または「Warning」を選択します。ビジネス・プロトコルに応じて、条件(このアラートで表される)をエラーまたは警告として処理できます。


	
「Suppression Time」で、このアラートのインスタンスを1つのみ受信する期間を指定します。これによって、同じ種類の複数の通知でアラート・コンソールがいっぱいになったり、複数の通知が有効な電子メール、SNMPまたはCLIターゲットに送信されないようにします。


	
「Object Type」で、このアラートがトリガーされる対象のオブジェクトのタイプを選択します。オブジェクト・タイプがシステムに登録される前でもアラート定義を指定できます。スーパー管理者ユーザーのみがSYSTEMおよびHOSTオブジェクト・タイプのアラートを定義できます。ユーザーがスーパー管理者でない場合、これらのオブジェクトは表示されません。「オブジェクトについて」を参照してください。


	
「Enabled」は、このアラートを有効化する場合に選択(無効化する場合は選択解除)します。このオプションを使用すると、アラートを動的に制御できます。有効化せずにアラートを作成し、後で戻ってアラートを有効にすることができます。たとえば、停止中は特定のアラートを有効化しないような場合です。


	
「Notifications」で、「Email」、「SNMP」または「Command Line Interface」のいずれかを選択し、対応するテンプレートを選択します。「外部プログラムへの通知アラートの構成」を参照してください。


	
「Expression」表で、アラートをトリガーする条件(1つまたは複数)を指定します。1つの式に使用されている異なる条件は論理AND演算子で結合され、両条件が満たされる場合にアラートがトリガーされます。

[image: new_alert_def_use_asgt.gifの説明が続きます。]



	
「Metric」で、アラートをトリガーする属性を選択します。「メトリックについて」を参照してください。


	
「Operator」で、指定する値を明らかにする標準の関係演算子を選択します。「アラート演算子について」を参照してください。


	
「Value」で、「Metric」および「Operator」とあわせて完全な条件を規定する値を指定または選択します。一部の属性には値を入力する必要があります。それ以外はドロップダウン選択リストが表示されます。日時の値は、カレンダ・セレクタを使用して指定できます。


	
メトリックが単位を持つ(ラグなど)場合、「Unit」が自動的に表示されます。





	
(オプション)この式に条件を追加するには、「New Condition」をクリックし、前述の手順を繰り返して新しい条件を作成します。条件を削除するには、その隣にあるチェック・ボックスを選択し、「Remove Condition(s)」をクリックします。


	
(オプション)「Expression」セクションを縮小して、ページの次のセクションを表示します。条件は依然として有効です。これで、「Available Metrics」セクションが画面上部に表示されます。


	
「Additional Metrics」で、このアラートに適用するメトリックを1つ以上選択し、「Assigned Metrics」パネルに移動します。1つのメトリックを移動するには、名前を選択して一重矢印をクリックします。複数のメトリックを移動するには、オペレーティング・システムの標準の選択方法を使用してメトリックを選択し、一重矢印をクリックします。すべてのメトリックを一度に移動するには、二重矢印をクリックします。「Available Metrics」リストでは何も選択する必要はありません。

[image: new_alert_def_add_not.gifの説明が続きます。]



追加メトリックの値は、アラートがトリガーされた時点の現在の値になります。たとえば、このアラートを取得オブジェクト・タイプのラグに対して構成する場合、「Total Row Fetch Attempts」および「Total Row Fetch Failures」属性を含め、過度のフェッチによってラグが発生しているかどうかを示すことができます。「Checkpoint Position」メトリックを含め、取得によって最後に作成されたチェックポイントのトランザクション・ログ内の位置を示すこともできます。「メトリックについて」を参照してください。


	
(オプション)「Additional Metrics」セクションを縮小して、ページの次のセクションを表示します。オブジェクト割当ては依然として有効です。次のセクションは「Object Assignment」セクションです。


	
「Object Assignment」で、「Available Objects」から名前を選択し、「Assigned Objects」に移動します。1つのオブジェクトを移動するには、オブジェクトを選択して一重矢印をクリックします。複数のオブジェクトを移動するには、オペレーティング・システムの標準の選択方法を使用してオブジェクトを選択し、一重矢印をクリックします。一度にすべてのオブジェクトを移動するには、二重矢印を使用します(または単に「Assign to all objects of this object type」を選択します)。

[image: new_alert_def_obj_asgt.gifの説明が続きます。]



Monitorサーバーはインスタンス・レベルのセキュリティをアラートに適用します。アラート定義の作成に使用されるオブジェクトは制限されます。使用できるのは、ユーザーがアクセス可能な各インスタンスの一連のオブジェクトのみで、それらが「New Alert Definition」画面に表示されます。




	
注意:

ビューなどのオブジェクト・タイプに対するアラートのインスタンス・レベル・セキュリティはサポートされていません。







使用可能なオブジェクトを表示する際のネーミング規則では、ユーザー名にオブジェクトの完全パスが接頭辞として付加されます。

Monitorサーバーでは、2つのレベルのフィルタ処理を適用してから、UI上にオブジェクトを表示します。

	レベル1
	
ユーザーがアクセス可能なインスタンスのリストをチェックして、ログイン・ユーザー・レベルでオブジェクトをフィルタ処理します。現在ログインしているユーザーは、アクセス可能なすべてのオブジェクトを使用でき、それらがアラート定義画面に表示されます。


	レベル2
	
レベル1でフィルタ処理されたオブジェクトにMonitorサーバーの他のユーザーがアクセスできるかどうかをチェックすることで、フィルタ処理が行われます。システム内の他のユーザーに対しては、現在のユーザーがアクセス可能で、さらに他のユーザーがアクセスできるオブジェクトのみがアラート定義画面に表示されます。




使用可能なオブジェクトの表示には、次のネーミング規則が使用されます。


Username:fully_qualified_object_name


例:


superuser:system/abc.host.com/abc.host.com-6890/PUMP12


	
(オプション)アラート定義を確認します。後で必要に応じて、いつでも編集できます。


	
次の内の1つを実行します。

	
アラート定義を作成するには、「Submit」をクリックします。新規アラートが「Manage Alert Definitions」表に表示されます。


	
指定したすべての情報を削除し、すべてのフィールドをデフォルトに戻すには、「Clear」をクリックします。


	
指定したすべての情報を削除し、アラートを作成せずに画面を終了するには、「Cancel」をクリックします。








関連項目

「電子メール・アラートの構成」

「SNMPアラートの構成」

「CLIアラートの構成」






5.4 アラート演算子について

Oracle GoldenGate Monitorでは、アラート条件の作成時、次の演算子を使用してメトリックとそのメトリックの値の間の関係を設定します。


	演算子	説明
	<
	より小さい。例: Mapped Total Updates < 10000
	<=
	以下。例: Start Time <= 06/01/2010 12:00 PM
	>	より大きい。例: Lag > 3 sec
	>=	以上。例: Last Checkpoint Timestamp >= 06/01/2010 12:00 PM
	!=	等しくない。例: Status != Running
	==
	等しい。例: Group Name = ext01
	contains	メトリックがMessage.textの場合に表示されます。







関連項目

「アラート定義の構成」












6 外部プログラムへの通知アラートの構成


この項では、電子メール・プログラムなどの外部プログラムにアラートを送信する方法について説明します。次の項目について説明します。

	
6.1項「通知テンプレートについて」


	
6.2項「通知テンプレートの管理」


	
6.3項「電子メール・アラートの構成」


	
6.4項「CLIアラートの構成」


	
6.5項「SNMPアラートの構成」






6.1 通知テンプレートについて

Oracle GoldenGate MonitorにはデフォルトのSNMP通知テンプレートが付属していますが、電子メールやコマンドライン・インタフェース(CLI)の複数の通知テンプレートを追加できます。すべてのテンプレートはいつでも変更でき、その変更は動的に処理されるので、Oracle GoldenGate Monitorを再起動する必要はありません。あるテンプレートを基にアラート定義を追加すると、そのテンプレートは削除できません。削除できるのは、アラートに関連付けられていないテンプレートのみです。

通知テンプレートを使用する場合は、次の点を考慮してください。

	
通知テンプレートの追加または変更時に、Oracle GoldenGate Monitorを再起動する必要はありません。


	
アラート定義に関連付けられている通知テンプレートは削除できません。


	
アラートを定義するには1つ以上の通知テンプレートを選択します。


	
1つ以上の通知テンプレート(電子メール、コマンドライン・インタフェースおよびSNMP)に対して通知テンプレートを選択できます。


	
ユーザーはいつでも通知テンプレートを変更できます。




Oracle GoldenGate Monitorのスーパー管理者、管理者またはパワー・オペレータ・ユーザーのみがアラート通知テンプレートを構成できます。






6.2 通知テンプレートの管理

「Alert Management」タブの「Notification Template」サブタブを使用して通知テンプレートを作成、表示および変更します。

	
このサブタブの「Manage Notification Template」表に、次の列を使用して既存のテンプレートが表示されます。


	
Name: テンプレート名。


	
Type: テンプレートのタイプ(CLI、電子メールまたはSNMP)。


	
Enabled: テンプレートをアラート定義に使用できるか(有効)、できないか(無効)を示します。


	
Date Modified: テンプレートの最終更新日時。




「Alert Management」タブで次のアクションを実行できます。

	
アラート定義を作成するには、「New Notification Template Definition」をクリックします。「アラート定義の構成」を参照してください。


	
アラート定義を編集するには、リストでその名前をクリックして「Edit Alert Definition」画面を開きます。「アラート定義の構成」を参照してください。


	
どのアラート定義にも使用されていない通知テンプレートを削除するには、削除するテンプレートのチェック・ボックスを選択してから、「Remove Notification Template」をクリックし、「Yes」をクリックして削除を確認します。表ヘッダーのチェック・ボックスを使用すると、すべてのテンプレートを選択できます。

デフォルトのSNMPテンプレートは削除できません。削除しようとすると警告が表示されます。









6.3 電子メール・アラートの構成

電子メール通知テンプレートを作成、表示、変更および削除できます。

	
「Alert Management」タブで「Notification Template」サブタブをクリックします。


	
「New Notification Template」をクリックして、新しいテンプレートを作成します。


	
次のオプションを使用して、このテンプレートを変更します。




	
ヒント:

「Clear」ボタンを使用すると、すべてのオプションの内容を削除できます。







	Notification Template Type
	
「Email」を選択します。


	Notification Template Name
	
このテンプレートの一意名(構成している通知についてわかりやすい名前)を入力します。


	Notification Template Enabled
	
このテンプレートの使用を有効化するには、このチェック・ボックスを選択し、無効化するには選択解除します。


	SMTP Server Host
	
電子メール・サーバーのホスト名を入力します。


	SMTP Port
	
電子メール・サーバーで使用しているポート番号を入力します。


	From Name
	
デフォルトの送信者の名前を入力するか、デフォルトの設定(Oracle GoldenGate Monitor)を使用します。


	From Email address
	
電子メール・サーバーから生成されるOracle GoldenGate Monitor通信用の送信者の電子メール・アドレスを入力します。


	Secure SMTP
	
電子メール・サーバーがセキュア・モードで稼働中の場合は、このチェック・ボックスを選択します。認可に対する電子メールおよびパスワードを、それぞれのフィールドに入力します。





	
「Submit」をクリックして変更を保存し、すぐに使用を開始するか、「Cancel」をクリックすると元の構成に戻ります。


	
電子メール・アラートを受信する各Oracle GoldenGate Monitorユーザーに、ユーザー・プロファイルで電子メール・アラートをアクティブにするよう依頼します。手順は、「自分のユーザー・プロファイルの管理」を参照してください。


	
「Alert Management」タブを使用してアラートを作成します。手順は、「アラート定義の管理」を参照してください。









6.4 CLIアラートの構成

CLI通知テンプレートを作成、表示、変更および削除できます。

	
「Alert Management」タブで「Notification Template」サブタブをクリックします。


	
「New Notification Template」をクリックして、新しいテンプレートを作成します。


	
次のオプションを使用して、このテンプレートを変更します。




	
ヒント:

「Clear」ボタンを使用すると、すべてのオプションの内容を削除できます。







	Notification Template Type
	
「Command Line Interface」を選択します。


	Notification Template Name
	
このテンプレートの名前(構成している通知についてわかりやすい名前)を入力します。


	Notification Template Enabled
	
このテンプレートの使用を有効化するには、このチェック・ボックスを選択し、無効化するには選択解除します。


	Execution Directory
	
実行するコマンドが格納されているディレクトリを入力します。例: /root。


	OS Command
	
実行するオペレーティング・システム・コマンド(またはスクリプト)を入力します。例: ls。


	Arguments
	
コマンド引数を追加するには、「Add Argument」をクリックし、ダッシュ(-)付きの引数を入力して、オプション・リストからアラート・フィールドを選択します。例: -la。

alertFieldは、アラート定義に関連する次のいずれかの値です。

	alertName
	
アラート定義の名前。


	host
	
モニタリング・ポイントでアラートをトリガーするOracle GoldenGateオブジェクトのホスト。


	alertObjectName
	
EXACCTという名前のExtractプロセスなど、モニタリング・ポイントでアラートをトリガーするオブジェクトに関連付けられている名前。


	alertSeverity
	
アラートに定義されたセキュリティ・レベル。


	alertMessage
	
アラートによって生成されたメッセージ。これは、アラートに定義されている条件、モニタリング・ポイントの値およびリテラル・テキストの組合せです。


	changedValue
	
アラートをトリガーした新規モニタリング・ポイント値。たとえば、ラグが5秒を超えるとトリガーされるアラートを作成します。ラグが4秒から7秒になります。これによってアラートがトリガーされ、changedValueは7です。




引数のチェック・ボックスを選択して「Remove Argument」をクリックすると、1つ以上の引数を削除できます。表ヘッダーのチェック・ボックスを使用すると、すべての引数を選択できます。





	
「Submit」をクリックして変更を保存し、すぐに使用を開始するか、「Cancel」をクリックすると元の構成に戻ります。


	
CLIアラートを受信する各Oracle GoldenGate Monitorユーザーに、ユーザー・プロファイルでCLIアラートをアクティブにするよう依頼します。手順は、「自分のユーザー・プロファイルの管理」を参照してください。


	
「Alert Management」タブを使用してアラートを作成します。手順は、「アラート定義の管理」を参照してください。









6.5 SNMPアラートの構成

このデフォルト・テンプレートは表示および変更できますが、削除はできません。

	
「Alert Management」タブで「Notification Template」サブタブをクリックします。


	
「Snmp_Default_Template」をダブルクリックして、このテンプレートを表示または変更します。


	
次のオプションを使用して、このテンプレートを変更します。




	
ヒント:

「Clear」ボタンを使用すると、すべてのオプションの内容を削除できます。







	Notification Template Name
	
このテンプレートに別の名前を入力します。


	Notification Template Enabled
	
このテンプレートの使用を有効化するには、このチェック・ボックスを選択し、無効化するには選択解除します。


	SNMP Server Host
	
SNMPサーバーのホスト名を入力します。


	SNMP Trap Port
	
通知(トラップ)ポートの番号を入力します。


	SNMP Community Name
	
認証用のコミュニティ名を入力します。


	Version
	
使用するバージョン番号を選択します。





	
「Submit」をクリックして変更を保存し、すぐに使用を開始するか、「Cancel」をクリックすると元の構成に戻ります。


	
SNMPアラートを受信する各Oracle GoldenGate Monitorユーザーに、ユーザー・プロファイルでSNMPアラートをアクティブにするよう依頼します。手順は、「自分のユーザー・プロファイルの管理」を参照してください。


	
「Alert Management」タブを使用してアラートを作成します。手順は、「アラート定義の管理」を参照してください。















7 カスタム・ビューの操作


この項では、カスタムMonitorビューの操作手順について説明します。次の項目について説明します。

	
7.1項「ビューについて」


	
7.2項「ビューの管理」


	
7.3項「ビューの追加、変更および削除」






7.1 ビューについて

ビューは、エンタープライズ内の関係のあるOracle GoldenGateオブジェクトまたは関係のないOracle GoldenGateオブジェクトのグループを表したカスタマイズ表現です。Oracle GoldenGate環境の様々なビューを使用することによって、複数のOracle GoldenGateインスタンスまたは複雑なプロセス・トポロジを持つ大規模なインストールをより簡単にモニターできます。ビューによってチームのメンバー間でモニタリング・ワークロードを分散させることもできます。各メンバーは自分に割り当てられたビュー内のオブジェクトのみを担当します。

ビューはナビゲーション・ツリーにはノードとして含まれています。各ビューには、ビューに含まれているOracle GoldenGateオブジェクトを表す1つ以上のサブノードがあります。「オブジェクトについて」を参照してください。

任意の数のビューを作成できます。たとえば、Oracle GoldenGateインスタンスごとのビューやOracle GoldenGateホストごとのビューがあります。異なるターゲットへの異なるデータ・パスを表すビューや異なるパラレル・プロセス・ストリームを表すビューがあります。複数ソリューションから単一オブジェクトまで、ビューの粒度を制御できます。

ビューを使用する利点の1つは、ステータスおよびラグ・アラートを構成できることです。たとえば、中断または異常(ネットワークの混乱など)を処理する傾向にあるオブジェクトのサブセットにフォーカスするビューを作成し、それらをモニターするためのアラートを構成できます。ビューには任意のオブジェクトを一緒に含めることができます。互いに関係のないオブジェクトを含めることもできます。オブジェクトは同一のOracle GoldenGateインスタンスまたはソリューション内になくてもかまいません。

次の例で、各番号(1、2および3)は各Oracle GoldenGateインスタンスを表します。次のダイアグラムは、2つのターゲットへのデータ・パスで構成されるOracle GoldenGateソリューション全体を示しています。

	
システム1からシステム2


	
システム1からシステム3




[image: view_example.gifの説明が続きます。]



この例では、管理者は、システム1を起点とする2つのレプリケーション・データ・パスそれぞれにビューを作成できます。

ビュー1はシステム1からシステム2へのエンドツーエンド・レプリケーションを示します。

[image: view1.gifの説明が続きます。]



ビュー2はシステム1(ダイアグラム内の1)からシステム3へのエンドツーエンド・レプリケーションを示します。

[image: view2.gifの説明が続きます。]



この例の2つのビューのかわりに(または、これに加えて)、各ビューが3つのOracle GoldenGateインスタンスの1つを表す3つのビューが考えられます。


関連項目

「ビューの管理」

「ビューの追加、変更および削除」






7.2 ビューの管理

「View Management」タブを使用して、エンタープライズ内のOracle GoldenGateコンポーネントのいずれかまたはすべてをモニターするためのカスタム・ビューを作成します。任意の数の関係のあるOracle GoldenGateオブジェクトまたは関係のないオブジェクトを含む任意の数のビューを作成できます。「ビューについて」を参照してください。

スーパー管理者、管理者およびパワー・オペレータのみがビューを管理できます。

「View Management」タブで次のアクションを実行できます。

	
ビュー定義を作成するには、「New View」をクリックします。「ビューの追加、変更および削除」を参照してください。


	
ビューを編集するには、「Manage Views」リストでその名前をクリックして「Edit View」画面を開きます。「ビューの追加、変更および削除」を参照してください。


	
ビューを削除するには、リストでその名前の隣にあるチェック・ボックスを選択し、「Remove View(s)」をクリックします。





関連項目

「ビューについて」






7.3 ビューの追加、変更および削除

Oracle GoldenGate Monitor管理者またはパワー・オペレータ・ユーザーは、Oracle GoldenGateコンポーネントのカスタム・ビューを作成、編集および削除できます。このトピックでは次の操作の方法を示します。

	
ビューの作成


	
ビューの変更


	
ビューの削除





ビューを作成する手順

	
「View Management」タブで「New View」をクリックします。ナビゲーション・ツリーの右側のパネルに「New View」画面が表示されます。「Objects」セクションのツールバーの詳細は、「オブジェクトについて」を参照してください。

[image: nu_vu.gifの説明が続きます。]



	
「View Name」にこのビューの名前を入力します。数字、大文字、小文字、アンダースコアおよびダッシュを含む、最大30文字を使用できます。


	
(オプション)255文字までのこのビューの短い説明を指定します。


	
(オプション)「New View」画面の右上隅で「Table Data View」アイコン([image: 表アイコン])をクリックして、ワークスペースをダイアグラム形式(デフォルト)から表形式に変更します。ダイアグラム形式ではオブジェクトをフロー・チャートで(相互の関係とともに)示しますが、表形式ではリスト形式で示します。いつでもダイアグラム形式と表形式を切り替えられます。ダイアグラム形式を使用する場合、必要に応じてダイアグラム・ツールバーを使用してワークスペース内を移動します。「ダイアグラム・ビューについて」を参照してください。


	
必要に応じて、ナビゲーション・ツリーから「New View」ワークスペースにオブジェクトをドラッグします。ツリーから上位レベルのノード(ホスト、インスタンスなど)をドラッグすると、オプションとしてそのノードの子オブジェクトを含めるよう求められます。


	
ビュー・オブジェクトを確認します。オブジェクトを削除するには、次のいずれかの方法でオブジェクトを選択し、「Remove Selected Object(s)」をクリックします。このアクションは、元に戻すことができません。

	
ダイアグラム内で選択するには、オブジェクトをクリックします。複数のオブジェクトを選択するには、[Ctrl]キーを押します。


	
表内で選択するには、削除する各アイテムの隣にあるチェック・ボックスを選択します。





	
「Submit」をクリックします。新規ビューが「Manage Views」リストに表示されます。





ビューを変更する手順

	
「View Management」タブの「Manage Views」リストで、変更するビューの名前をクリックします。「Edit View」画面が表示されます。


	
次の内の1つを実行します。

	
ナビゲーション・ツリーから「Objects」ワークスペースに新規オブジェクトをドラッグします。


	
削除するオブジェクトを選択し、「Remove Selected Object(s)」をクリックします。





	
「Submit」をクリックします。





ビューを削除する手順

	
「View Management」タブの「Manage Views」リストで、削除するビューの名前の隣にあるチェック・ボックスを選択します。


	
「Remove View(s)」をクリックします。このアクションは、元に戻すことができません。





関連項目

「ビューの管理」












A 属性


この章では、Oracle GoldenGate Monitorによって取得される属性(モニタリング・ポイントとも呼ばれる)について説明します。メトリックは、ExtractとReplicatターゲットの両方に適用されます。Oracle GoldenGate Monitorについて報告される属性は次のとおりです。

	
Checkpoint Position


	
Connected | Disconnected


	
Delta Deletes


	
Delta Discards


	
Delta Executed DDLs


	
Delta Ignores


	
Delta Inserts


	
Delta Operation Per Second


	
Delta Operations


	
Delta Row Fetch Attempts


	
Delta Row Fetch Failures


	
Delta Truncates


	
Delta Updates


	
End of File


	
GGS Version


	
Group Name


	
Host Name


	
Lag


	
Last Checkpoint Timestamp


	
Last Operation Timestamp


	
Last Processed Timestamp


	
Manager Port


	
Mapped Total Inserts


	
Mapped Total Updates


	
Mapped Total Delete


	
Mapped Total Truncates


	
Message


	
Message Code


	
Message Date


	
Message Severity


	
Message Text


	
Name


	
Path


	
Seconds Since Last OGG Checkpoint


	
Start Time


	
Status


	
Total Deletes


	
Total Discards


	
Total Executed DDLs


	
Total Ignores


	
Total Inserts


	
Total Operations


	
Total Row Fetch Attempts


	
Total Row Fetch Failures


	
Total Truncates


	
Total Updates


	
Type


	
Version


	
Working Directory






A.1 Checkpoint Position

ExtractまたはReplicatによって最も最近ディスクに記録されたチェックポイントの複合表現を表示します。値は、チェックポイントが記録された直後、メトリックの公開時にモニターしているエージェントによって取得されます。

Extractは読取りおよび書込みチェックポイントを作成し、Replicatは読取りチェックポイントのみ作成します。複合チェックポイント位置内の各チェックポイントは、トランザクション・ログまたは証跡(プロセス、および読取りチェックポイントか書込みチェックポイントかに応じて異なる)内のレコードのRBA(相対バイト・アドレス)およびレコードが含まれているログまたは証跡ファイルの順序番号で構成されます。複数のデータ・ソース・ログ・ファイルに一連の読取りチェックポイントがあったり(Oracle Real Application ClusterのExtractなど)、複数の証跡ファイルを持つExtract構成などのように複数の書込みチェックポイントがある場合があります。

受け入れられる値: 異なるデータベースでは、ログ内のレコードの位置に異なる表現が使用されます。したがって、チェックポイント位置は数値ではなく、UTF8でエンコードされたテキスト文字列として公開されます。チェックポイント位置内の各チェックポイントについて、次の情報が、GGSCI SEND group-name STATUSコマンドで返されるのと同じ形式で表示されます。

	
RBA(相対バイト・アドレス)の値


	
ファイル順序番号


	
タイムスタンプ









A.2 Connected | Disconnected

インスタンス、取得、データ・ポンプ、配信に有効です。

Oracle GoldenGate Monitorサーバーが、Oracle GoldenGateインスタンス内で実行されているOracle GoldenGate Monitorエージェントに接続できるかどうかを表示します。

受け入れられる値: ConnectedまたはDisconnected






A.3 Delta Deletes

メトリックが最後に報告されて以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたDELETE操作の数を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.4 Delta Discards

メトリックが最後に報告されて以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたDISCARD操作の数を表示します。レコードは、プロセスに関連付けられている破棄ファイルに書き込まれます。

受け入れられる値: 正の整数。






A.5 Delta Executed DDLs

最後のサンプル時間以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスによって処理された、実行されたデータ定義言語(DDL)操作の数を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.6 Delta Ignores

最後のサンプル時間以降、無視されたデータ操作言語(DML)操作の数を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.7 Delta Inserts

最後のサンプル以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスによって処理されたDML INSERT操作の数を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.8 Delta Operation Per Second

最後のサンプル以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスによって処理された操作の数(1秒当たり)を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.9 Delta Operations

最後のサンプル以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスによって処理された操作の数を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.10 Delta Row Fetch Attempts

最後のサンプル以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスによって処理された行フェッチの試行数を表示します。トランザクション・ログ内の情報が不完全であるか、情報がない場合、ときどきフェッチを行って行の値を取得する必要があります。

受け入れられる値: 正の整数






A.11 Delta Row Fetch Failures

最後のサンプル以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスが完了できなかった行フェッチの数を表示します。トランザクション・ログ内の情報が不完全であるか、情報がない場合、ときどきフェッチを行って行の値を取得する必要があります。

受け入れられる値: 正の整数






A.12 Delta Truncates

最後のサンプル以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたTTRUNCATE操作の数を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.13 Delta Updates

最後のサンプル以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたUPDATE (主キーの更新を含む)操作の数を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.14 End of File

選択されたOracle GoldenGateプロセスがデータ・ソース(トランザクション・ログまたは証跡ファイル)の入力の終わりに達したかどうかを表示します。

受け入れられる値: TRUE (ファイルの終わり)またはFALSE






A.15 GGS Version

インスタンスに有効です。

選択されたOracle GoldenGateインスタンスが表すOracle GoldenGateのバージョンを示します。

受け入れられる値: X.x.x(メジャー、マイナーおよびメンテナンス・バージョン・レベル)。11.1.1など。






A.16 Group Name

取得、データ・ポンプ、配信に有効です。

選択されたプロセスに関連付けられているプロセス・グループの名前を表示します。プロセス・グループは論理識別子で、特定のプロセス・タイプのインスタンスに関連付けられているチェックポイント・ファイル、パラメータ・ファイルおよび他のファイルも含まれます。

受け入れられる値: GGSCIでADD EXTRACTまたはADD REPLICATを発行したときに指定されたグループの英数字の名前(oggextなど)






A.17 Host Name

ホストに有効です。

ナビゲーション・ツリーまたはダイアグラム・ビューで選択されているホスト・システムの名前を表示します。

受け入れられる値: ホストの完全修飾DNS名またはIPアドレス






A.18 Lag

Last Operation TimestampとLast Processed Timestampの時間の差を表示します。このメトリックは、Oracle GoldenGateプロセスとそのデータ・ソースの真のラグを表します。このラグ値は、GGSCIコマンドSEND group GETLAGから返される値と一致します。

受け入れられる値: 秒単位のラグ時間






A.19 Last Checkpoint Timestamp

Oracle GoldenGateプロセスによって最後のチェックポイントが書き込まれた時間を表示します。

受け入れられる値: MM/DD/YYYY HH:MM:SS {AM | PM}の書式の日時の値(01/14/2013 09:36:32 AMなど)






A.20 Last Operation Timestamp

トランザクション・ログに記録されている、操作がデータ・ソースでコミットされた時間を表示します。

受け入れられる値: MM/DD/YYYY HH:MM:SS {AM | PM}の書式の日時の値(01/14/2013 09:36:32 AMなど)






A.21 Last Processed Timestamp

有効なレコードが、選択されたOracle GoldenGateプロセスに返された時間を表示します。Extractの場合、コンテナ・トランザクションのコミット後、レコードの処理時にこの時間値は割り当てられます(レコードがトランザクション・ログから読み取られたときではありません)。データ・ポンプまたはReplicatの場合、証跡内のトランザクションはすべてコミットされていることがわかっているため、この値はすぐに返されます。

受け入れられる値: MM/DD/YYYY HH:MM:SS {AM | PM}の書式の日時の値(01/14/2013 09:36:32 AMなど)






A.22 Manager Port

インスタンスに有効です。

インスタンスのManagerプロセスがローカル・システムで実行されているポートを表示します。デフォルト・ポート番号は7809ですが、別のポートがこのManagerに指定されている場合もあります。ポートは、Managerパラメータ・ファイルを表示するか、GGSCIでINFO MANAGERコマンドを発行して(Managerが稼働している場合)特定できます。

受け入れられる値: Managerパラメータ・ファイルで指定されている、Managerプロセスのポート番号。






A.23 Mapped Total Inserts

取得、データ・ポンプ、配信に有効です。

選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたINSERT操作の合計数を表示します。統計には、そのプロセスに対してパラメータ・ファイルで指定されているすべての表を対象に実行された操作の合計が反映されます。




	
注意:

取得構成で表がターゲットにマップされている場合、統計にはすべてのターゲットを対象とした操作の合計が反映されます。







受け入れられる値: 正の整数。






A.24 Mapped Total Updates

取得、データ・ポンプ、配信に有効です。

選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたUPDATE (主キーの更新を含む)操作の合計数を表示します。統計には、そのプロセスに対してパラメータ・ファイルで指定されているすべての表を対象に実行された操作の合計が反映されます。




	
注意:

取得構成で表がターゲットにマップされている場合、統計にはすべてのターゲットを対象とした操作の合計が反映されます。







受け入れられる値: 正の整数。






A.25 Mapped Total Delete

取得、データ・ポンプ、配信に有効です。

選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたDELETE操作の合計数を表示します。統計には、そのプロセスに対してパラメータ・ファイルで指定されているすべての表を対象に実行された操作の合計が反映されます。




	
注意:

取得構成で表がターゲットにマップされている場合、統計にはすべてのターゲットを対象とした操作の合計が反映されます。







受け入れられる値: 正の整数。






A.26 Mapped Total Truncates

取得、データ・ポンプ、配信に有効です。

選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたTRUNCATE操作の合計数を表示します。統計には、そのプロセスに対してパラメータ・ファイルで指定されているすべての表を対象に実行された操作の合計が反映されます。




	
注意:

取得構成で表がターゲットにマップされている場合、統計にはすべてのターゲットを対象とした操作の合計が反映されます。







受け入れられる値: 正の整数。






A.27 Message

メッセージに含まれる情報は次のとおりです。

	
「Component」属性: コンポーネントの名前を表示します。たとえば、ONLEXT / ONLREPです。


	
Message code: Oracle GoldenGateエラー・ログのイベント・メッセージの番号。

受け入れられる値: イベント・ログ内のOracle GoldenGateイベント・メッセージの数値コード(OGG-00651など)。


	
Message Date: Oracle GoldenGateログのイベント・メッセージのタイムスタンプ。

受け入れられる値: YYYY-MM-DD HH:MM:SS(24時間形式)の書式の日時の値


	
Message Text: Oracle GoldenGateエラー・ログのイベント・メッセージのテキスト。

受け入れられる値: メッセージのテキスト文字列。









A.28 Message Code

取得、データ・ポンプ、配信、インスタンスに有効です。

Oracle GoldenGateエラー・ログのイベント・メッセージのコード番号を表示します。

受け入れられる値: イベント・ログ内のOracle GoldenGateイベント・メッセージの数値コード(OGG-00651など)。






A.29 Message Date

取得、データ・ポンプ、配信、インスタンスに有効です。

Oracle GoldenGateログのイベント・メッセージのタイムスタンプを表示します。

受け入れられる値: YYYY-MM-DD HH:MM:SS(24時間形式)の書式の日時の値






A.30 Message Severity

取得、データ・ポンプ、配信、インスタンスに有効です。

Oracle GoldenGateイベント・ログ内のメッセージの重大度を表示します。

受け入れられる値: INFO、WARNING、ERROR






A.31 Message Text

取得、データ・ポンプ、配信、インスタンスに有効です。

Oracle GoldenGateエラー・ログのイベント・メッセージのテキストを表示します。

受け入れられる値: メッセージのテキスト文字列






A.32 Name

選択されたオブジェクトの名前。

受け入れられる値: Oracle GoldenGate Monitorインタフェースに表示されるオブジェクトの名前。






A.33 Path

証跡に有効です。

選択された証跡のパス名を表示します。

受け入れられる値: 2文字の論理名が付加された証跡の相対パス名または完全パス名(dirdat/trなど)






A.34 Seconds Since Last OGG Checkpoint

最後のOracle GoldenGateチェックポイント以降の時間(秒単位)。






A.35 Start Time

作成後、Oracle GoldenGateコンポーネントが起動情報を受信した時間を表示します。

受け入れられる値: マイクロ秒単位の64ビット・ユリウスGMTタイムスタンプ






A.36 Status

選択されたOracle GoldenGateプロセスの実行ステータスを表示します。

受け入れられる値: Starting、Running、Stopped、AbendedまたはAborted。






A.37 Total Deletes

選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたDELETE操作の合計数を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.38 Total Discards

選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで破棄された操作の合計数を表示します。レコードは、プロセスに関連付けられている破棄ファイルに書き込まれます。

受け入れられる値: 正の整数。






A.39 Total Executed DDLs

選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたDDL操作の合計数を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.40 Total Ignores

Oracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで無視されたDML操作の合計数を表示します。エラーは「Total Ignores」メトリックに含まれます。

受け入れられる値: 正の整数






A.41 Total Inserts

選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたDML INSERT操作の合計数を表示します。統計には、そのプロセスに対してパラメータ・ファイルで指定されているすべての表を対象に実行された操作の合計が反映されます。注意: Extract構成で表がターゲットにマップされている場合、統計にはすべてのターゲットを対象とした操作の合計が反映されます。

受け入れられる値: 正の整数






A.42 Total Operations

最後のサンプル以降、選択されたOracle GoldenGateプロセスによって処理された操作の合計数を表示します。


Total operations =
  total DML changes (insert, update, delete)
  +
  total DDL (table definition changes)
  +
  Truncate changes


受け入れられる値: 正の整数






A.43 Total Row Fetch Attempts

選択されたOracle GoldenGateプロセスが現在の実行セッションで実行した行フェッチの合計数を表示します。トランザクション・ログ内の情報が不完全であるか、情報がない場合、ときどきフェッチを行って行の値を取得する必要があります。

受け入れられる値: 正の整数






A.44 Total Row Fetch Failures

選択されたOracle GoldenGateプロセスが現在の実行セッションで実行できなかった行フェッチの合計数を表示します。

受け入れられる値: 正の整数






A.45 Total Truncates

選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたTRUNCATE操作の合計数を表示します。統計には、そのプロセスに対してパラメータ・ファイルで指定されているすべての表を対象に実行された操作の合計が反映されます。注意: Extract構成で表がターゲットにマップされている場合、統計にはすべてのターゲットを対象とした操作の合計が反映されます。

受け入れられる値: 正の整数






A.46 Total Updates

選択されたOracle GoldenGateプロセスによって現在の実行セッションで処理されたUPDATE (主キーの更新を含む)操作の合計数を表示します。統計には、そのプロセスに対してパラメータ・ファイルで指定されているすべての表を対象に実行された操作の合計が反映されます。注意: Extract構成で表がターゲットにマップされている場合、統計にはすべてのターゲットを対象とした操作の合計が反映されます。






A.47 Type

データベースに有効です。

データベースのタイプを表示します。たとえば、Oracle、SQL Serverです。

受け入れられる値: データベースの英数字のブランド名。






A.48 Version

データベースに有効です。

データベースのバージョンを表示します。

受け入れられる値: X.x.x(メジャー、マイナーおよびメンテナンス・バージョン・レベル)。11.1.1など。






A.49 Working Directory

インスタンスに有効です。

選択されたOracle GoldenGateインスタンスのManager実行可能ファイルを含むディレクトリを表示します。これは、Oracle GoldenGateインストールのホーム・ディレクトリです。

受け入れられる値: ディレクトリの完全パス名。
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